１０　協力事業

1 教育普及事業等への協力

各種団体、他研究機関主催の教育普及事業を共催した。
●第7回札幌国際短編映画祭・北海道立近代美術館特別上映会

SAPPOROショートフェスト2012の受賞作品ほか、ベストセレクション映像など６プログラムを上映

日時： 9月22日（土）・23日（日）　各日午前11時～、　午後1時～、 午後3時～

会場：当館講堂 

主催：札幌国際短編映画祭実行委員会

共催：北海道立近代美術館

●全国中学生映画祭

子供映画制作ワークショップ2012 「僕らの賞味期限切れの夏」ほかを上映
日時： 11月4日（日）午後2時～4時30分

会場：当館講堂 

主催：NPO法人北海道コミュニティシネマ・札幌、北海道立近代美術館

後援：札幌市

特別協賛：北海道文化放送

協賛：北海道新聞社

参加者：280名

●東海大学公開講座「沢則行が語る　人形劇とアート」

日時： 11月17日（土）午後2時～4時

講師：沢則之氏（人形劇作家）

会場：当館講堂 

主催：東海大学
共催：北海道立近代美術館、道民カレッジ提携講座
後援：社団法人北海道美術館協力会

参加者募集制
●北海道芸術学会　第18回例会・2011年度総会
日時： 3月17日（日）午前10時50分～午後5時

会場：当館講堂・映像室 

主催：北海道芸術学会

共催：北海道立近代美術館、北海道新聞社

後援：社団法人北海道美術館協力会

プログラム
北海道芸術学会シンポジウム「北海道・アート・ツーリズム－その今と将来像」
[特別講演]

坂本眞一氏（社団法人北海道観光振興機構会長）
「北海道の観光と芸術」

[展覧会紹介]

「AINU ART　－風のかたりべ アイヌ工芸展」（解説：北海道立近代美術館学芸員）
[10周年記念音楽演奏会]

「真昼のコンテンポラリー・ミュージック・コンサート」

企画・構成　　南聡氏（北海道教育大学）

[ポスター発表]（午前11時～午後3時/映像室）

[パネル・ディスカッション]

基調講演　　　　　　岡田温司氏（京都大学/西洋美術史）
「芸術とツーリズム」　
パネリスト　　　　　　本田優子氏（札幌大学/アイヌ文化）
報告①「ツーリズムとアイヌ・文化」　
　　　　　　　　　　　　上遠野敏氏（札幌市立大学/アートプロジェクト）
報告②「ツーリズムとアート・遺産　」
　　　　　　　　　　　　山村高淑氏（北海道大学/観光学）
報告③「ツーリズムとアニメ・巡礼」
総合討議　　　　　　司会：北村清彦氏（北海道大学/美学）
2　美術講座の共催
社団法人北海道美術館協力会主催の美術講座〈楽しい美術史入門―近代から現代へ〉を共催し、講座内容の企画や学芸員の講師派遣を行った。美術に関する基礎知識を学び、作品解説ほか美術館内外での活動を通じて、地域社会におけるボランティア活動をすすめる人材の育成をはかった。なお、講座終了後のボランティア希望者は10月～3月の期間にさらに研修を経て、美術館協力会のボランティア各部に入部している。
●美術講座「楽しい美術史入門―近代から現代へ」

主催：社団法人北海道美術館協力会

共催：北海道立近代美術館、北海道立三岸好太郎美術館  　　　　　
期間：5月10日(木)～9月20日(木)のうちの全15回（各回木曜日、1回90分)
講師：当館学芸員ほか

受講者数：186名

開催日

講座内容
5月10日(木)
ガイダンス　美術館ボランティアへのいざない／

モネとゴッホ　印象派から後期印象派へ（講師：柴勤学芸部長）

5月24日(木)
マティスとピカソ、モンドリアン　フォヴィスムからキュビスム、抽象絵画へ
　　　　　　　　　　　　（講師：薗部容子学芸員）

5月31日(木)
デュシャンとエルンスト　ダダからシュルレアリスムへ（講師：苫名真学芸第二　　　課長）
6月　７日(木) 
美術の見方・感じ方[西洋編]（講師：谷古宇尚 北海道大学准教授）

6月14日(木)
ポロックとウォーホル　戦後アメリカ美術の軌跡（講師：穂積利明主任学芸員）

6月21日（木） 
黒田清輝と近代洋画（講師：五十嵐聡美主任学芸員）
6月28日(木)　　　横山大観と近代日本画（講師：土岐美由紀主任学芸員）

7月5日(木) 
三岸好太郎と昭和モダニズム（講師：苫名直子三岸美術館学芸員）

7月12日(木) 
岡本太郎と戦後アヴァンギャルド（講師：福地大輔学芸員）
7月　26日(木）
美術の見方・感じ方[日本編] （講師：鈴木幸人 北海道大学准教授）

8月2日(木) 
「東山魁夷展」への招待（講師：村山史歩学芸員）

8月9日(木) 
北海道美術の100年（講師：中村聖司学芸第三課長）
8月23日(木) 
ガレとアール・ヌーヴォー、ガラスの世界（講師：水田順子学芸副館長）
9月6日(木) 
1920年代、パスキンとパリの芸術家たち（講師：佐藤幸宏学芸第一課長）

9月20日(木) 
江戸文化のなかの浮世絵（講師：齊藤千鶴子学芸員）

３　学校教育との連携

　1　連携授業・講義
· 移動美術館（再掲）
　移動美術館開催地で、観覧する生徒を対象として、鑑賞のてびきとなる講座を事前に実施したのちに展覧会を観覧してもらった。

対象：おといねっぷ美術工芸高等学校（40名）
日程：10月16日（火）
会場：音威子府村公民館

●アート＆トーク・デリバリー（再掲）
学習の場としての美術館への理解を深めてもらうため、学芸員が美術館の所蔵作品を学校等に持参し、児童・生徒等に実物を見せながら、わかりやすく鑑賞の手ほどきを行う授業を学校と連携して行った。
対象：小樽市立松枝中学校（1年生53名）
日程：10月16日(火)

対象：苫小牧市立糸井小学校（6年生38名）

日程：10月25日(木)

対象：石狩市立厚田中学校(1～3年生22名)

日程：10月30日(火)

対象：伊達市立大滝中学校（1～3年生22名）

日程：11月2日(金)

対象：恵庭市立若草小学校（6年生80名）

日程：11月6日(火)

対象：室蘭市立本輪西小学校（5，6年生48名)

日程：11月7日(水)

●北海道大学との連携講座「北海道立近代美術館に学ぶ」
　美術作品の鑑賞や、美術館の活動への理解、解説活動の体験などによって学生たちのアート・リテラシーを高め、社会的活動に役立てることを目的として、北海道大学が学部の枠を超えて開講している講座に協力し、全15回のプログラムのうちの12回を近代美術館・三岸美術館で開講する連携講座を実施した。講義・指導は、当館学芸員と北海道大学の担当教授とが共同で行った。

本年度は、美術館見学のほか、常設展の鑑賞と作品研究、受講生各自による作品調査・原稿作成と常設展でのギャラリー・トークを実施した。
対象 : 北海道大学１､2年生（15名）
日程 :  4月12日（木）～８月2日（木）のうちの全15回（各木曜日、美術館での開講は12回、１回９０分）
講師 :北村清彦氏(北海道大学大学院文学研究科・文学部教授)、柴勤（当館学芸部長）、苫名直子（北海道立三岸好太郎美術館学芸員）、土岐美由紀（当館主任学芸員）
●博物館実習等への協力
　大学による博物館実習および博物館事前学習等の一環として、美術館活動についての解説と収蔵庫等施設見学への対応を行った。

対象：北海道武蔵女子短期大学（博物館実習受講学生10名　教員1名）

日時：5月25日(金)　午後1時30分～4時

対象：札幌理工学院（建築学科学生７名　教員2名)

日時：５月30日(水)　午後1時15分～時

対象：北海道教育大学岩見沢校（博物館学受講学生32名　教員1名）

日時：7月29日(日)　午前10時～12時

対象：宮城学院女子大学（博物館実習受講学生8名　教員1名)

日時：8月22日(水)　午前9時～11時30分
　2　研修受け入れ

　総合学習や研修等の一環として当館を訪問する児童生徒、学生、教員等を受け入れ、講義や質問、施設見学等への対応を行った。
●児童生徒の研修

会場：映像室、造形室、ＡＲＳ(質問コーナー)など

団体数：11件

総人数：104名

小学校：3件　16名

中学校：8件　88名

●教員の研修

対象：10年経験者（高等学校美術科教諭　5名）

日時：１月８日(火)　午前9時～午後4時

講師：三岸好太郎美術館学芸員、当館学芸員、美術館ボランティア

　

●職場体験

団体数：4件
総人数：15名

中学校：1件　　4名
高等学校：3件　　11名
●インターンシップ

美術館での実務研修を希望する学生を大学の依頼により受け入れた。
対象：北海道文教大学の学生1名

日時：8月28日(日)～9月8日（土）のうちの10日間　　各日午前８時45分～午後5時30分

　３　展覧会連動

●「A★ＭＵＳE★ＬＡＮD☆ＴＯＭORROW　2013　サークル・オブ・アート」展
冬休み中の小中学生を主な対象とした展覧会「A★ＭＵＳE★ＬＡＮD☆ＴＯＭORROW　2013　サークル・オブ・アート」（2012年11月22日～2013年1月20日）に連動し、札幌市内の小中学校と連携した取り組みを行った。
札幌市立中島中学校との連携では、同校の3年生を対象に、学校と美術館において展覧会出品予定作品を鑑賞（学校では画像、美術館では実作）し、考察する授業を行い、それらをもとに生徒たちが作品の解説を執筆するなど、鑑賞の成果を言葉で記述する作業を体験してもらい、展覧会では作品の展示とともに生徒たちの解説を映像モニターで紹介、また授業での作業プロセスを各生徒ごとのファイルにまとめて閲覧できるように提示した。
また、展覧会関連事業として、同校および札幌市立中島小学校の生徒・児童が出演する音楽会をそれぞれ開催した。
＜鑑賞と解説＞
「作品解説に挑戦！－中学生の美術鑑賞」

対象：札幌市立中島中学校3年生（2クラス63名）

期日：７月12日(木)　　札幌市立中島中学校にて
　　　 8月21日（火）・22日（水）　美術館収蔵庫にて（美術館での授業は自主学習として実施）
成果発表：生徒による作品解説を、展示作品のとなりに映像モニターを用いて表示。

　　　　　　　授業での作業プロセスを各生徒ごとのファイルにまとめて、会場で閲覧可能とした。
担当：札幌市立中島中学校教諭・斎藤佐保子氏

当館学芸員・斎藤千鶴子、松山聖央
＜音楽会＞

「音楽まるごと！コンサート」

1 「サークル・オブ・ミュージック」

出演：札幌市立中島小学校合唱部

日時：11月23日(金・祝)　午後2時～3時

会場：当館ホール

2 「クリスマス・ジャズ・コンサート」

出演：札幌市立中の島小学校ブラスバンド（BECON）

日時：12月22日（土）午後1時～1時50分

会場：当館講堂

